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（論文審査の要日）

学位論文題担

「修士論文：中堅右議l11li0）石，j合長時ITt)Jとレジリエンスおよびチームアブローチとの関連

看護実践能 ）j 向上に［~！］けての卒後看護l~r!i教育のあり方 J 

急性期の大学病院に勤務する中堅看護師を対象とし，実践能力と を克服する個人の適応力で

あるレジリコニンスヲチームメンバーが協働・連携するための組織的な支媛活動であるチームアプロ

ーチとの関連及び相互の関係を明らかにした研究である。

まず、実践能力合計,I去を従属変数とした決定木分析を行った結果、第 l分！岐では， レジリエンス

合計j誌の 81点をカットオフとした分11皮が示された．第 2分il皮～第 3分岐におけるレジリエンスの寄

与卒は 84.5<yo，次いで第 4分！！皮～第 5分岐における経験年数の寄与半は 13.1 %であった．最終分岐

ではラチームアプ口ーチが 2.11（%の

次に、実践能力とレジリコ二ンスおよびチームアブローチの十日間分析を行った結果、実践能力の合

計点とレジリエンス（ ρ二二 0.690），チームアブローチ（ ρ＝0.381）と有意な正相関（p<0. 001）を

示したο ドイ立尺度の関連ではヲ レジリエンスでは，｛肯定的な看護への取り組み（ ρ： 0.654)], ［対

人スキル（ ρニ 0.458）］のJllfiに，チームアプローチでは，｛チームへの貢献（ ρ＝0.445)], ［チーム

の機能（ ρ二二 0.381）］の！！聞に iE1ll関が認めているヮ

最後に、実践能）］を従属変数とした多変量解析を行い、実践能力に対してヲ年齢区分，部署経験，

支援を受けた経験， レジリエンス，チームアブ口

エンスと年齢の寄与率が高かいという結果を等いた。

実践能力には，年齢，部署経験，支媛を叉けた経験， レジリエンス？チームアプローチが関与し

は，独立した関与閃子であり，特に，レジリ

ておりヲ中でもレジリエンスが最も影響力が高く、実践能力を高めるための卒後看護師育成教育に

は， レジリエンスを高める支援体；HUが重要で、あることを明らかにした。本論文が明らかにした結果

は、臨床看護において重要な知見であり、今後も継続した研究を遂行するf高値は多大である。

以上より、田中伸氏より提出された、学位論文「修士論文 中堅看護師の看護実践能力とレジ

リエンスおよびチームアプローチとの関連 －看護実践能力向上に向けての卒後看護師教育のあり

方－Jは修士（保健医嫁学〉の学位を授与するに値する論文であると認める。


